
トマト黄化葉巻病は，トマト黄化葉巻ウイルス

（Tomato yellow leaf curl virus：TYLCV）が病原のウイ

ルス病で，近年世界的にトマト栽培で最も警戒される

病害となっている（本多，2005a；Moriones and Navas-

Castillo，2000）。日本では，1996年に静岡県，次いで

愛知県および長崎県で発生が確認されて以来，九州お

よび東海地域を中心に発生している（芳賀・土井，

2002；本多，2005b；加藤，1999；上田，2005）。しか

しながら2005年以降，本病の発生は全国的に拡大傾向

にある。

千葉県では2005年９月に初めてトマト黄化葉巻病の

発生を確認した。千葉県内への本病の定着を阻止する

ためには現状を把握し，的確な防除指導を行うことが

急務である。本病および媒介昆虫であるタバココナジ

ラミBemisia tabaci（Gennadius）の発生生態に関して

は多くの知見が報告されており（飯田，2005；松浦ら，

2005；森田，2005；嶽本，2005；杖田・田口，2006；

小川・内川，2004；小川ら，2004），タバココナジラ

ミの防除を主体とした対策が示されているが，千葉県

におけるトマト栽培の現状に見合った技術を選定，改

変しながら導入を図ることが重要である。そこで，初

発から2007年３月までの千葉県内で発生したウイルス

の系統と発生地域，発生時期，定植時期，苗の由来，

タバココナジラミの発生消長や本病の侵入経路等を調

査したので報告する。

本文に先立ち，発生圃場の栽培概要について調査協

力いただいた各農林振興センターの担当者の方々に厚

くお礼申し上げる。
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摘　　　要

2005年９月から2007年３月までに，千葉県内でトマト黄化葉巻病の発生を確認した57圃場の

ウイルスの系統と各圃場の栽培概要を調査した。千葉県内ではイスラエル系統とイスラエルマ

イルド系統のいずれも確認され，発生地域は概ね東京湾沿岸と九十九里沿岸に分かれていたこ

とから，少なくとも２つ以上のルートで侵入してきたと推察された。本病発生圃場数は2006年

10月以降急激に増加した。特に10月から11月に集中し，抑制栽培での発生が多かった。このこ

とは，８月から９月に一時的にタバココナジラミの割合が高くなることに起因すると考えられ

た。苗の由来は，購入苗52％，自家苗44%とほぼ同程度であった。また，定植から発病までに

要した期間は１ヶ月以上が78%と長期間に及ぶことから，既に圃場周辺に定着したウイルスが

タバココナジラミによって伝播され発病に至る場合が多いと考えられた。



材料および方法

1．トマト黄化葉巻病の発生実態

1）供試植物

2005年９月から2007年３月にかけて，黄化，萎縮お

よび葉巻等の症状を呈するトマトおよびミニトマトの

葉を千葉県内131圃場より採取し，定植時期，初発時

期および苗の由来を調査した。

2）検定方法

TYLCVの検出および系統識別は，ガラス繊維ろ紙

を利用した簡易抽出法（村元・沢野，2004）によりト

マト葉から D N Aを抽出後， P C R法で行った。

TYLCV‐イスラエル（TYLCV-IS）系統検出用プライ

マーである N T Gプライマー： N T G - V（ 5 ' -

CTCAAAGCTCTATGGCAATC-3 '），NTG-C（5 ' -

GACTTCATTGATTTTGGAGT-3'）およびTYLCV‐イ

スラエルマイルド（TYLCV-IS-M）系統検出用プライ

マーである S T Gプライマー： S T G - V（ 5 ' -

TGACCAAGATTTTTACACTTA-3'），STG-C（5'-

AAACACCGTCGACTGGGGTGA-3'）を用い（大貫ら，

2004），PCR反応を行った。PCR反応にはKOD PLUS

（TOYOBO）を用い，94℃で２分間熱変性後，94℃で

30秒，58℃で30秒，68℃で２分を１サイクルとする反
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第１図　千葉県内におけるトマト黄化葉巻病の発生経過とウイルスの系統



応を30サイクル行った。反応産物を1％アガロースゲ

ルで電気泳動後，エチジウムブロマイドで染色し，紫

外線照射下で特異的バンドの有無を確認した。

2．コナジラミ類の発生消長

千葉県佐倉市の現地圃場で，2006年５月から2007年

３月に２～３週間の間隔でコナジラミ類の発生調査を

行った。圃場周辺の野外植物（大井田ら，2007）につ

いては，６名の調査者が20分間吸虫管を用いてコナジ

ラミ類を捕獲した。捕獲した個体数を計数後，これら

の一部を上田（2006）の方法（一部は津金ら（2007）

の方法）によりタバココナジラミとオンシツコナジラ

ミTrialeurodes vaporariorum（Westwood）に識別し，

タバココナジラミの割合を算出した。同圃場にはハウ

ス周辺の３地点にそれぞれ３株ずつトマト（品種：ハ

ウス桃太郎）の苗を設置し，これら苗で発見されたコ

ナジラミ類を捕獲し，上記と同様の方法により，タバ

ココナジラミの割合を算出した。

結　　　果

1．トマト黄化葉巻病の発生実態

調査した131圃場のうち，57圃場でトマト黄化葉巻

病の発生を確認した。57圃場で発生していたウイルス

の系統はTYLCV-ISが65％（35圃場），TYLCV-IS-Mが

35％（20圃場）であった。千葉県内における本病の発

生経過を第１図に示した。2005年９月に松戸市で初め

て本病の発生を確認した。その後2006年９月までに本

病の発生が確認された地域は，千葉県内57市町村のう

ち７市町村で，北東部の東葛飾地域に集中していた。

ウイルスの系統はTYLCV-ISのみであった。2006年10

月以降，本病の発生は25市町村で確認された。匝瑳市，

旭市，山武市，茂原市，白子町および一宮町といった

九十九里沿岸地域を中心に，新たにTYLCV-IS-Mの感

染が確認された。また，千葉市，富里市および本埜村

では両系統の感染が確認された。

トマト黄化葉巻病発生圃場の苗の由来は，購入苗が

52％（35圃場），自家苗が44％（20圃場），不明4％（2

圃場）で購入苗がやや多かった（第２図）。本病発生

圃場の定植時期は７～９月が67％（38圃場），10月～

11月が14％（８圃場），12月～２月が５％（３圃場），

不明を含むその他の時期は14％（８圃場）で，７～９

月に定植の抑制栽培で多かった（第３図）。2006年度

の月別発生圃場数は，10月が19圃場，11月が10圃場と

多く，次いで３月が６圃場であった（第４図）。なお，

第５図に示したとおり，定植から発病までに要した期

間は，１ヶ月未満が18％（10圃場），１ヶ月以上２ヶ

月未満が19％（11圃場），２ヶ月以上３ヶ月未満が

23％（13圃場），３ヶ月以上が36％（21圃場），不明が

４％（２圃場）となり，定植から１ヶ月以上と長期間

におよぶ場合が多かった。

2．コナジラミ類の発生消長

コナジラミ類の捕獲数を第６図に示した。野外植物

でのコナジラミ類の発生は調査期間を通じて確認され
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第２図　千葉県におけるトマト黄化葉巻病発生圃場の苗
の由来
注）調査期間：2005年９月～2007年３月

調査圃場数：57圃場
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第３図　千葉県におけるトマト黄化葉巻病発生圃場の定
植時期
注）調査期間：2005年９月～2007年３月

調査圃場数：57圃場
その他：不明４％（２圃場）を含む



た。発生は７月にピークとなり，８～９月は一時的に

減少したが，その後10～11月にかけて再び増加した。

野外設置トマトでのコナジラミ類の発生も同様の傾向

が認められた。このうちタバココナジラミの捕獲数は

調査期間を通じ少なかったが，野外植物では７月およ

び９月にピークとなった。またコナジラミ類の種の構

成は，野外植物および野外設置トマトともにタバココ

ナジラミの割合は低く，調査期間を通じオンシツコナ

ジラミが優占していたが，８～９月に一時的にタバコ

コナジラミの割合が高くなった。

考　　　察

千葉県におけるトマト黄化葉巻病の発生は2006年10

月以降急激に増加し，2007年３月末までに57圃場で確

認されている。千葉県内ではTYLCV-ISおよびTYLCV-

IS-Mの両系統が確認されているが，それぞれの発生地

域は概ねTYLCV-ISが東京湾沿岸地域，TYLCV-IS-Mが

九十九里沿岸地域に偏在している。このことから，千

葉県内への侵入ルートは少なくとも２つ以上存在する

と考えられる。当初購入苗による侵入を警戒していた

が，自家苗による発生も多く，既に県内に広く定着し

ていることが伺える。こうした傾向は定植から発病に

要する期間が長いことからも推察される。熊本県

（2004）の調査では，病徴発現までの期間は，育苗期

の感染では14～24日と比較的短いのに対し，第２果房

開花期の感染では30～40日，第3果房開花期の感染で

は42日～52日で，感染した植物のステージが早いほど

潜伏期間が短いとされる。今回の調査では定植から発

病までに１ヶ月以上を要する場合が多く，定植後に圃

場周辺から侵入し，発病に至った可能性が高いと推察

された。

千葉県では2006年10月以降，特に10月および11月に

本病の発生が集中した。千葉県佐倉市で発生していた

コナジラミ類は，調査期間を通じオンシツコナジラミ

が優占していたが，８～９月に一時的にタバココナジ

ラミの割合が高くなった。また，大井田ら（2007）に

よる千葉県柏市における調査でも，９～10月にタバコ

58 Annual Report of the Kanto-Tosan Plant Protection Society, No. 54, 2007

19

ヶ月�3 23

ヶ月以上�

不明�

36

4

3ヶ月以上�
36%

1～�2ヶ月�
19%

2～�3ヶ月�
23%

0～�1ヶ月�
18%

不明�
4%

第５図　定植からトマト黄化葉巻病発生までに要した期
間
注）調査期間：2005年９月～2007年３月
調査圃場数：57圃場

第４図　トマト黄化葉巻病の発生を確認した月別圃場数
（2006年度）



コナジラミの密度が高くなったと報告されている。こ

れらのことから，８～10月に密度が高くなった，ある

いは優占種となったタバココナジラミが，高率に

TYLCVを保毒，媒介した結果，一定の潜伏期間を経

た10～11月に発病が集中したと考えられた。なお2006

年12月以降発生は収束したかに思えたが，2007年３月

に再び増加した。本病の潜伏期間は上記のように植物

の生育ステージに起因するだけでなく，気温の影響も

否定できない（長崎県，2003）。これら圃場の定植時

期は2006年8～10月だったことから，感染時期は同様

に秋ではないかと考えられた。

全国的に野菜苗の流通が盛んな昨今，今後も苗によ

る本病の侵入には警戒する必要がある。ただし今回の

調査結果から，千葉県内には既に本病が定着し，タバ

ココナジラミの密度が高くなる８月以降，感染の危険

が高まると考えられた。千葉県で発生しているタバコ

コナジラミは薬剤感受性の低いバイオタイプQがほと

んどのため（大井田ら，2007），特に抑制栽培では，
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第６図　野外植物および野外設置トマトにおけるコナジラミ類の発生消長（千葉県佐倉市，2006年度）
A. コナジラミ類の発生消長　B. タバココナジラミの発生消長　C. タバココナジラミの発生割合
注）捕獲数
野外植物は，６名の調査者が20分間吸虫管を用いて捕獲した頭数。
野外設置トマトは，３地点に３株ずつトマト苗を設置し，これら苗で発見された頭数。



苗の管理から定植後の生育期間を通じ，薬剤防除と併

せ，目合いの細かい防虫ネットを展張するといった防

除対策を講じる必要がある。また今後は野外における

伝染源を解明し，防除指導を的確に行うことが本病の

発生抑制のために重要であると考える。
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